
施策分野 ２　本県の教育の課題に応じた教育のあり方

２－２　地域への誇りと愛着を抱き、地域と協働し、地域・社会に貢献する人材の育成

現状と課題

平成２９年度の取組状況の評価
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○今住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合は全国平均より低い。また、学校の授業時間以外に普段全く
読書をしない児童生徒の割合は全国平均より高い。ともに、中学校において全国平均との差が大きい。
○伝統文化や文化遺産に関する体験活動は、小学校91.0％、中学校74.0 ％で実施している。今後も、児童生徒に地域へ
の誇りと愛着を抱かせるための取組を推進する必要がある。
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上段：取組名　下段：取組内容 平成２９年度

主な取組（平成２７年度～平成２９年度）

平成２７年度 平成２８年度

森林環境教育推進事業
森林環境保護への意欲をもった

児童の割合(%)

県内の全ての小学校で小学生を対象とした森林環境体験学習を実施する。また、森林資源の
活用や環境保全に関する技術者を吉野高校・十津川高校で育成する。（目標値：児童の森林
環境保護への意欲85%以上）

88.5

社会教育関係者の資質向上 研修の受講者数(人)

88.9 89.9

評価

取組の成果と課題

追加事例集を全県立高校に配布

奈良ＴＩＭＥの取組を充実し、その成果の発信を行う。

県内の全ての小学校で小学生を対象とした森林環境体験学習を実施する。また、森林資源の活用や環境保全に関する技術者を吉野高
校・十津川高校で育成する。

児童の森林環境保護への意欲85％以上

受講修了証発行数の増加（前年度比）

○小学校においては、森林環境教育推進事業等の実施等により、体験的な学習活動が定着してきている。伝統文化、文化遺産に関
する体験的な学習活動の実施状況については小学校では90％程度、中学校では75％程度で推移している。
○社会教育の推進のために、社会教育を実践する人を育て、つながりをつくる研修の充実を図る必要がある。
○奈良県学校・地域パートナーシップ事業や、コミュニティ・スクール実施校が増加しており、「地域と共にある学校づくり」が定着してき
ている。地域への誇りや愛着を育てる取組を、今後も推進する必要がある。

社会教育関係者の資質向上

社会教育関係者の資質向上を図るための研修を実施する。

「郷土学習の手引」の作成・配布

○学校の授業時間以外に普段全く読書をしない子どもの割合は、小・中学校ともに全国平均よりも高い傾向にあり、学校図書館の機
能を充実させるとともに、地域の図書館等の施設や人材の活用を一層促す必要がある。
○高等学校における「奈良ＴＩＭＥ」の取組は定着しており、小・中学校においても「郷土学習の手引」の活用を促すなど、各教科等にお
いて奈良県や地元の資源を生かした体験的な学習を今後一層推進する必要がある。

森林環境教育推進事業

学校・地域パートナーシップ事業やコミュニティ・スクール（学校運営協議会）を通して、子ども
の育ちを支える仕組みを構築するとともに、地域住民の積極的な支援を通して、地域の教育
力の向上を図る。

上段：取組名　　中段：事業・取組内容　　下段：平成３０年度指標・目標値

自分の住んでいる地域のことを学ぶ機会があると答える中学生の割合60%以上

奈良ＴＩＭＥの推進

「郷土学習の手引」の追加事例を作成し、全小・中学校に配布するとともに活用を促す。

小学校19
中学校8

今後の主な取組より (平成３０年度)

小学校9
中学校5

コミュニティ・スクール実施校数（校）

小学校22
中学校12

社会教育関係者の資質向上を図るための研修を実施する。（目標値：研修の受講者数の増加
（前年度比））

522

15.3

344

県社会教育センターの活性化

※水色はアクションプランに掲載されていない取組である。

県社会教育センターの稼働率(%)

392

14.8
指定管理者制度による効率的な運営を行い、利用者に適正なサービスを提供する。（目標値：
稼働率の増加（前年度比））

16.6

地域と共にある学校づくりの推進
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